
 

 この夏休みはどう過ごそうか…？ 

横浜の森で、 

森づくりボランティアしてみる？ 

 横浜市の森の保全と 
 森づくりボランティア制度を知る！ 
「みどりアップ計画」「市民の森」「保全管理計画」「森づくり 

ガイドライン」という言葉を聞いたことはありますか？ 

横浜市には、森を守るために様々な取組や計画、制度があります。 

 横浜の森と森づくりボランティアの 
 魅⼒を考える！ 

横浜の森の成り立ちや、 

多様な市民参加の森づくりマネジメント について、 

アイスブレイクを交えながら楽しく学びます。 

 フィールドワークで 
 森の⾒⽅・管理の考え⽅を学ぶ！ 
新治市民の森で断面図を描きながら、森の見方を学びます。 

生物多様性に配慮した計画的な森の管理とは何か、 

これからどんな管理をしたらいいか、考えてみましょう。 

 道具の使い⽅と安全管理を⾝に付け、 
 森の保全⽅法を習得する！ 
作業の基本となる道具の使い方と安全管理を身に

着けた後、前回観察を行ったフィールドで森づくり体験。 

環境の目標像を思い浮かべて作業をしてみましょう。 

３日目 

10/30(日) 
9：30 

～15：30 

 

事前オンライン研修 
 受講可能期間 

 9/1（木）～ 9/5（月） 

１日目 

9/6 (火) 
9：30 

～12：00 

 この講座では、森を守るための計画、森づくりボランティアの魅⼒、 
                     実際の森づくり作業 までを⼀連で学んでいきます！ 

２日目 

9/13 (火) 
9：30 

～12：00 

雨天延期11/12または20 
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応募条件 
・大学生（短大生、大学院生、専門学校生含む） 

 かつ、18歳以上。 

・すべての講座（オンライン+３日間）に 

 参加できること。 

・横浜市内での森づくりに興味があること。 

参加費／無料 
募集⼈数 
・15名 

 応募多数の場合、応募動機を選考の対象とします。 

募集期間 
・令和４年８月８日（月）～21日（日） 

 ※受講可否については８月25日（木）までに 

  ご連絡します。 

 
 

 

 

 

 
二次元バーコードを読み取ると 
横浜市電子申請システムに 

つながります。 

横浜は大都市でありながら緑豊かな環境が残されています。横浜の緑を子どもたちの世代に 

引き継いでいくため、横浜市では、「横浜みどりアップ計画［2019-2023］」を進めています。 

環境活動支援センターでは、横浜みどりアップ計画に基づき、森づくり活動団体への支援の 

１つとして各種研修を実施するとともに、森に関する情報発信を行っています。                 

横浜市内では森づくり活動団体が草刈り・間伐等の管理作業や生き物調査など様々な活動を 

行っています。 

そもそも森づくりボランティアってなに？  
森づくりボランティアとは、森づくりの理念に賛同し、森づくり活動への参加を希望する18 歳以上の方

に登録いただく制度です。森づくりボランティアに登録すると市内の森で森づくり活動に参加できます。  

つどいの家 

 場所／にいはる⾥⼭交流センター 
  （JR横浜線 ⼗⽇市場駅南⼝より徒歩17分） 

お申込みはコチラから↓ 

講座に参加できる⽅もそうでない⽅も 
森ボラのHPを覗いてみてください 

 講座を受けて気になったら、 
ボランティア登録して 
活動を始めよう…！ 

 

横浜市環境創造局環境活動支援センター 

担当：鈴木、望月 

〒240-0025 横浜市保土ケ谷区狩場町213  

電話 ：045-711-0635 FAX :045-721-6356  

Email：ks-kkscjurin@city.yokohama.jp  

問合せ先 

※開催にあたっては、新型コロナウイルスの 

 感染拡大防止策を実施します。 

※新型コロナウイルス感染拡大防止のため、 

 中止・延期になる場合があります。 

 




